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文責 ： 校長 太田 徹

読書で豊かな心を育てよう！
以前にも学校だよりでお知らせしました子ども司書講座ですが、

２学期も各学年でいろいろな講座に取り組むことができました。
授業の中で、すばらしい講師の方から貴重なお話をうかがったり、
実際に本に触れる体験ができることはとても幸せなことです。
本に触れ、読書を楽しみ、豊かな心を育ててほしいと思います。

明日で８６日間の２学期が終了します。２３日から１月８日の成人の日までの１７日間は冬
休みとなります。クリスマスやお正月など子どもたちも楽しみにしている冬休みです。ぜひご家
庭で団欒や読書を楽しんだり、年末の大掃除などを一緒にしたりしながら、すてきな年末年始を
お過ごしください。
長期休業中は、子どもたちの気持ちが弾み、気が緩みがちです。道路の横断の仕方や自転車の

乗り方などについて、ご家庭でも繰り返し確認して、無事故で冬休みを過ごすことができるよう
にしてください。地域の皆様にもご協力くださいますようお願いいたします。

学校だより

本物に触れる体験 ～ 鑑賞教室・水墨画体験・組子細工 ～

１１月２８日（土）に鑑賞教室が行われ、全校生が、目を輝かせ

ながら「パントマイムお姉さんお兄さんのパントマイムショー」を

鑑賞しました。全身を使って表現されるその動きを間近で見て、子

どもたちは想像力をフル回転させながら、パントマイムによって作

り出される世界を存分に楽しむことができました。

１２月には６年生が講師としてお越しいただいた村山真智子先生

から「水墨画」を学びました。子どもたちは、初めて見る筆の動き

と穂先から生み出される一つ一つの線に感動し、水墨画のすばらし

さを肌で感じることができました。そして、描き方のご指導をいた

だき、初めて水墨画に挑戦して、すてきな作品を描くことができま

した。

さらに、今週は、カナザワ建具店の金澤良一さんを講師に迎え、５

年生が「組子細工」に挑戦しました。子どもたちは、一つ一つの小

さな木の部品を組み合わせることで生まれる幾何学模様を楽しみな

がら、日本の伝統木工技術に触れることができました。

こうした本物に触れる体験から子どもたちが感じ取り、学び取っ

たことは、子どもたちの物の見方や感性を豊かにしてくます。

これからも、こうした学びを大切にしていきたいと思います。

学校の様子をご覧ください！
矢祭町教育ポータルサイトに本校の日々の様子を掲載しております。

https://yamatsuri.fcs.ed.jp【矢祭町教育ポータルサイト】
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